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研究の目的 

「コピペ検出ソフト「コピペルナー」を導入した」と実験中に宣言することの効果を検証し

た。 

 

方法・材料 

2014 年に「コピペルナー」を導入したので、2014 年 6 月の実験中に「コピペ検出ソフト

「コピペルナー」を導入した」と説明した。2009 年から 2013 年のレポートを遡及的にコ

ピペルナーで解析し、本年のレポートのコピペルナーによる解析結果と比較した。 

 

結果 

図はコピペ率の頻度分布を示している。右がコピペ率が高い。図から「コピペ検出ソフト「コ

ピペルナー」を導入した」と宣言することに明らかに効果があったことがわかる。 
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2012年（「コピペルナー」を導入しなかったが、「コピペルナー」のチラシをホワイトボー

ドに貼った） 
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2014年（「コピペルナーを導入した」と宣言した） 

 

 

考察 

学生を罰するための道具としてではなく、コピペを未然に防ぎ、抑止する道具としてコピペ

検出ソフトが有用である。 


